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審議会等の会議結果報告 

１．会議名 第１回津市住居表示審議会 

２．開催日時 平成２３年１２月２２日（木） 

午後２時３０分から午後４時まで 

３．開催場所 津市本庁舎８階大会議室Ｂ 

４．出席した者の氏名 （津市住居表示審議会委員） 

青木明紀  生川介彦  今井和美  大堀仁士 

川井一浩  樹神成  瀬尾元昭  田辺千代子 

中川幹夫  前川徹也  村上信夫  森岡学 

倭ひとみ 

（事務局） 

津市長 前葉泰幸  総務部長 葛西豊一  

総務部次長 水谷渉  総務課長  松岡浩二 

総務課総務議事統計担当主幹  福田政一 

総務課主査 川村能大  総務課主査 岡田東久 

５．内容 １ 津市住居表示審議会委員の委嘱式 

２ 第１回津市住居表示審議会 

⑴ 会長及び副会長の互選について 

⑵ 住居表示の実施に係る市街地の区域の指定等の諮問に

ついて 

⑶ 同審議会の議事運営について 

⑷ 住居表示制度及び津市の現状について 

⑸ 住居表示を実施する市街地の区域の指定及び住居表示

の方法について 

３ その他 

６．公開又は非公開 公開 

７．傍聴者の数 ０人 

８．担当 総務部総務課総務議事統計担当 

電話番号 ０５９－２２９－３２７５ 

E-mail  229-3275@city.tsu.lg.jp 

 

９．議事の内容  （下記のとおり） 

 

内                容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お待たせいたしました。本日はお忙しい中、御参集いただきまして誠

にありがとうございます。 

 それでは、ただ今から津市住居表示審議会を始めさせていただきます。 

 本日、本審議会の会長が選出されるまでの間、私、総務課長の松岡が

進行を務めさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

まず、始めに津市住居表示審議会委員の委嘱式を執り行いたいと存じ

ます。 

本審議会委員として１３名の皆様方に御就任をお願いしてまいりまし

た。 

それでは、ただ今から、委員に御就任いただきます皆様方の御紹介と
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青木委員 

市長 

 

 

青木委員 

総務課長 

生川委員 

市長 

総務課長 

今井委員 

市長 

今井委員 

総務課長 

市長 

大堀委員 

総務課長 

市長 

総務課長 

市長 

総務課長 

市長 

瀬尾委員 

総務課長 

市長 

総務課長 

市長 

中川委員 

総務課長 

市長 

前川委員 

総務課長 

市長 

総務課長 

 

市長 

総務課長 

市長 

倭委員 

総務課長 

 

ともに、市長から皆様方に委嘱状を交付させていただきますので、よろ

しくお願い申し上げます。お手元の名簿の順によりまして御紹介させて

いただきます。 

まず、三重県行政書士会副会長の青木明紀様。 

はい。 

青木明紀様。津市住居表示審議会委員に委嘱します。委嘱期間は平成

２５年１２月２１日までとします。平成２３年１２月２２日、津市長前

葉泰幸。では、よろしくお願いいたします。 

ありがとうございます。 

次に、豊が丘地区自治会連合会会長、生川介彦様。 

はい。 

生川介彦様、以下同文でございます。よろしくお願いいたします。 

続きまして、津地区地域審議会委員、今井和美様。 

はい。 

今井和美様、よろしくお願いいたします。 

よろしくお願いいたします。 

続きまして、津地方法務局不動産登記部門首席登記官の大堀仁士様。 

大堀仁士様、よろしくお願いいたします。 

どうも、よろしくお願いいたします。 

続きまして、三重県土地家屋調査士会副会長、川井一浩様。 

川井一浩様、よろしくお願いいたします。 

続きまして、国立大学法人三重大学人文学部教授の樹神成様。 

樹神成様、よろしくお願いいたします。 

続きまして、中部電力株式会社津営業所営業一課副長、瀬尾元昭様。 

瀬尾元昭様、よろしくお願いいたします。 

どうぞよろしくお願いします。 

続きまして、津商工会議所女性会副会長、田辺千代子様。 

田辺千代子様、よろしくお願いいたします。 

続きまして、津市自治会連合会会長、中川幹夫様。 

中川幹夫様、よろしくお願いいたします。 

よろしくお願いします。 

続きまして、郵便事業株式会社津支店第一集配営業課長、前川徹也様。  

前川徹也様、よろしくお願いいたします。 

よろしくお願いします。 

続きまして、津警察署地域課長の村上信夫様。 

村上信夫様、よろしくお願いいたします。 

続きまして、株式会社ＮＴＴ西日本東海三重事業部津設備センタ所長、

森岡学様。 

森岡学様、よろしくお願いいたします。 

最後に、津市行財政改革推進委員会委員、倭ひとみ様。 

倭ひとみ様、よろしくお願いいたします。 

よろしくお願いします 

ありがとうございました。委員の皆様方、何とぞよろしくお願い申し

上げます。 
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それでは、ここで市長から御挨拶を申し上げます。 

 失礼いたします。津市長前葉泰幸でございます。 

本日は津市住居表示審議会の開催をさせていただきましたところ、御

多忙中にも関わらず御参集を賜りまして、そして、この審議会への委員

の御就任を御承諾をいただきました。誠にありがとうございます。 

 皆様方には、この住居表示という分野に限らず、平素から津市政に対

しまして、色々なかたちで御理解とそれから御支援、御協力をいただい

ております。誠にありがとうございます。厚く御礼申し上げます。 

 さて、住居表示制度ということでございますけどれも、私自身は昔の

宿屋町という場所なんですけども、東丸之内になって大分経たちまして、

大分馴染んでまいったわけでございますけれども、こういう住居表示は

地番が非常に順序良く並んでいないという地区などにおきまして、建物

に番号をつけることによって、住所をわかり易くしようということで、

津市におきましては、合併前の津市では、昭和４０年に実は新町地区を

皮切りに、住居表示の整備を進めてまいりました。平成９年に高茶屋で

行いまして、この間は、計４７町でございますが、７．５６平方キロと

いうことで住居表示の実施をしたところでございます。 

 合併後ということになりますが、これは当審議会を未だ設置しており

ませんでしたので、住居表示に関する御審議はこの５年半ちょっと経ち

ましたけども、特にいただいてこなかったということで、現在に至った

わけでございます。 

 つきましては、この住居表示の実施ということについて、色々なかた

ちで御議論が出ているところもございますので、この際、住居表示を実

施する市街地の区域などに関しまして、今後、市としての方向性を十分

検討して、条件が整えば実施をしてまいりたいというふうに思っており

ますので、委員の皆様方には、本市の現状を御確認いただきますととも

に、御意見を頂戴いたしたく、御審議の程よろしくお願い申し上げたい

と思います。 

 この問題は色々と住民の方々なり、色々な御意見が出たりするもので

ございます。そして、一旦この区域を指定してもその上で様々なまた御

意見が出てくるということも考えられますので、この際、この審議会、

合併後まったく初めて開催される審議会というのは本当にある意味、何

ら先例がない、慣例がないものでございますので、審議会の皆様方に、

どうぞオープンな議論をしていただきまして、どういうふうに今後進め

ていくかということについても、あまり我々の方で、このようにぜひと

もお願いしたいというような枠にはめたお願いをしていくよりも、むし

ろ審議会の皆さんで、こういうふうにしていこうやないか、というよう

なことを御審議いただきながらの運営にしていただければ私としては大

変有難いと思いますし、また、住居表示というのは、そういうもんじゃ

ないかなあというふうにも思っております。決して我々行政側がこうい

うふうにしよう、ああいうふうにしようというふうな議論を始めるより

も、むしろそのあり方、そのものからしっかりと方向付けしていただい

た方が、おそらく市民の皆さんの気持ちに合うのではないか、こういう

ふうに思っておりますので、当審議会への御期待を強く申し上げまして
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総務課長 

 

 

 

 

青木委員 

 

総務課長 

 

総務課長 

委員 

総務課長 

 

 

 

 

委員 

総務課長 

 

 

 

 

 

樹神会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

中川副会長 

 

 

 

 

樹神会長 

 

 

 

総務課長 

冒頭の御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げま

す。 

 続きまして、事項書の２の⑴「会長及び副会長の互選について」でご

ざいますが、お手元に配付をさせていただきました、資料１の津市住居

表示審議会条例第５条第１項の規定では「審議会に、会長及び副会長を

１人を置き、委員の互選により定める」となっておりますが、どのよう

にさせていただいたらよろしいでしょうか。 

 今までに審議会が設置されたときにどのような選ばれ方をされたか、

もしあれば、慣例といいますか、もしあれば。 

 白紙でございます。 

 （意見出ず） 

 事務局一任ということでよろしいでしょうか。 

 （「はい、結構です。」の声あり） 

 それでは、事務局といたしましては、各委員の皆様の御理解が得られ

ますならば、会長は、三重大学人文学部教授でいらっしゃいます樹神委

員に、また、副会長は、津市自治会連合会会長でいらっしゃいます中川

委員にお願いしたいと考えております。 

よろしいでしょうか。 

（「はい、結構です。」の声あり） 

 ありがとうございます。それでは、異議なしというお声もいただきま

したので、会長には樹神委員、副会長には中川委員、よろしくお願いい

たします。どうぞ、会長、副会長の席に御着席いただき、御挨拶いただ

きますようお願いします。 

 それでは、以後の会議の進行につきまして、条例の規定により会長が

議長となりますことから、よろしくお願いいたします。 

 ではあの、せんえつではございますが、三重大学人文学部の樹神と申

します。よろしくお願いいたします。 

皆様方の御同意により、会長を務めさせていただきます。先ほど市長

もおっしゃっていただきましたが、何か少し、何ていうか、津市として

住居表示をどう考えるかというようなことも、若干は議論するというこ

とのようですが、まあ、生活に密着した問題でもありますし、また、大

変な責任も感じておりますので、ぜひ、忌憚のない御意見をいただいて

まとめてまいりたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

それでは副会長の中川委員からも御挨拶をよろしくお願いいたします。  

はい、中川でございます。失礼します。 

大変な役を仰せつかって、ちょっとこう緊張しとるんですが、ひとつ

会長とともにこの審議会の調査、あるいは審議がスムーズに進んでいき

ますように皆様方の御協力をお願いしたいと思いますので、よろしくお

願いをいたします。 

ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

それでは事項書に基づいて議事を進めてまいりたいと思います。 

最初、事項書の２の⑵「住居表示の実施に係る市街地の区域の指定等

の諮問について」でございます。事務局から説明お願いします。 

議長。 
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樹神会長 

総務課長 

 

 

部長 

総務課長 

福田主幹 

総務課長 

川村主査 

総務課長 

岡田主査 

総務課長 

 

 

 

市長 

 

総務課長 

 

 

樹神会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務課長 

樹神会長 

 

 

 

 

それでは、市長から本審議会へ諮問書をお渡しさせていただきます。 

本日付で諮問をさせていただきたいと思います。 

津市住居表示審議会会長樹神成様。津市長前葉泰幸。住居表示の実施

に係る市街地の区域の指定等ついて、諮問。津市住居表示審議会条例第

２条の規定により、下記の事項について諮問します。記、住居表示を実

施する市街地の区域の指定及び住居表示の方法について。 

では、よろしくお願いいたします。 

はい。 

よろしいでしょうか。次に、本日の津市の出席者を紹介させていただ

きます。 

総務部長葛西。 

総務部長の葛西でございます。何卒よろしくお願いいたします。 

総務課総務議事統計担当主幹福田。 

よろしくお願いします。 

総務課主査川村。 

よろしくお願いします。 

総務課主査岡田。 

よろしくお願いします。 

そして私、総務課長松岡でございます。 

また、現在同席しておりませんが、総務部次長水谷を加えまして、以

上のメンバーで本件の住居表示に関する事務を担当させていただきます。  

ここで、市長は退席をさせていただきます。 

では、よろしくお願いいたします。ありがとうございます。 

（市長退席） 

先ほど、市長から開始前お渡しさせていただきました諮問書の写しを

皆さまにお配りさせていただきますので、しばらくお待ちください。 

それでは会長、よろしくお願い申し上げます。 

それでは、改めまして諮問をいただきました会議を進めさせていただ

きたいと思います。 

まず最初に、事項書２の⑶の「同審議会の議事運営について」でござ

います。 

 最初の会議でございますので、会議の成立公開等について確認をさせ

ていただきたいと思います。 

まず、この審議会の条例第６条２項、資料１の方に、条例が用意して

いただいてございますが、その６条の２項のところに成立の要件として

「委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない」という

ふうに規定されておりまして、この委員会は１３名で構成されておりま

して、本日は全員参加？ 

 はい、全員参加です。 

 全員参加いただいてますので、立派に成立をしております。 

では、会議に入ってまいりたいと思いますが、議事運営に関わりまし

て、会議の公開ということが一つ確認すべきこととしてありますので、

その点確認させていただきたいと思います。 

資料の２をご覧ください。津市の情報公開条例がここに載っておりま
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総務課長 

樹神会長 

 

して、２２条に、「市は、住民が市政に関する情報を迅速かつ容易に得

られるよう、情報公開の総合的推進に努める」という努力義務をうたっ

ております。２３条においては、不開示情報が含まれる事項や審議等を

行う場合、あるいは会議を公開することにより、その公正かつ円滑な議

事運営に著しい支障が認められる、そういう場合を除いては、会議を原

則公開をすることになっております。従いまして、本会議は、住居表示

ということですので、公開をして混乱するということもないと思います

ので、公開ということで進めさせていただきたいと思いますが、よろし

いでしょうか。 

（同意） 

では、具体的に、会議公開の方法等について、事務局の方に御説明を

お願いします。 

議長。本市におきましては、先ほどの津市情報公開条例第２３条、資

料２でございます。条例に基づきまして資料の２ページ、３ページの「

審議会等の会議の公開に関する指針」を定めまして、これにより公開の

方法等に関わって、会議開催の事前周知、傍聴による公開の取扱い、議

事録の作成、会議結果の公表などについて規定しております。 

４ページをご覧ください。会議開催の事前周知につきましては、会議

開催の御案内をさせていただいておりまして、会議の名称、開催日時、

開催場所、内容、公開・非公開の別、傍聴者の定員、傍聴手続、問い合

わせ先といった事項について、市役所７階の情報公開室での掲示及び津

市ホームページへの登載により周知いたしております。 

傍聴の定員につきましては、会議の内容・場所、傍聴席の確保の点な

どから、１０名程度とさせていただいております。 

５ページをご覧ください。傍聴に際しての遵守すべき事項につきまし

ては、「傍聴要領」を作成し、これを傍聴者に示し、会議会場の秩序維

持に努めていきたいと存じます。 

会議の結果につきましては、６ページをご覧ください。「審議会等の

会議結果報告」に示されるようなスタイルで、津市のホ－ムペ－ジ登載

により公表することとなります。 

なお、議事録の作成に当たりましては、会議の録音記録を基にこれを

行わせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

ありがとうございます。御意見御質問ございますでしょうか。 

よろしいですか。 

では、説明していただいたように、会議公開については、進めていた

だくということでよろしくお願いいたします。 

それでは今日の本題といいますか、事項書の２の⑷の「住居表示制度

及び津市の現状について」ということで、まずはこの問題について、制

度そのものと、津市はどうなっているかということについて、今日は御

説明いただくことになるかと思います。 

それでは、事務局の方からよろしくお願いいたします。 

議長。準備のためにしばらくお時間頂戴いたします。 

そうですか、どうぞ。 

（プロジェクター設置） 
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住居表示制度について説明させていただきますが、説明はこちらのス

クリーンを使って説明をさせていただきたいと思います。お手元にも資

料３で「住居表示のご案内」と書かれた資料を御用意いたしております。  

ちょっとこちらの窓、スクリーンがちょっと、あまり暗くなりすぎて

もあれですが。 

（光源の具合でスクリーンが見づらいため調整） 

お手元の資料につきましては、スクリーンと同じものですので、見づ

らい場合などにそちらをご覧ください。 

お手元の資料につきましては、１枚に上下で２ページ分印刷してござ

います。それぞれスライドの下にページ番号が付いておりますのでよろ

しくお願いいたします。  

２ページの、「はじめに」からお話しいたします。 

みなさんが住所や場所を表すときには、通常その土地の番号を用いて

おります。しかし、土地の番号が規則正しく付いていなかったり、町の

境が入り組んでいるような場合、何かと分り難いものでございます。そ

こで、このような混乱や不都合を解消するため、昭和３７年に「住居表

示に関する法律」が公布されました。 

津市では、昭和４０年の新町地区を皮切りに、過去９回にわたりまし

て住居表示整備事業を実施し、４７町、７．５６平方キロメートルが実

施済みとなっております。実施済みの地域の方からは、住所が「わかり

やすくなった」、「便利になった」などのお声をいただいております。 

次に、なぜ、住居の表示方法を考え直さなければいけないのかという

ことでございますが、一般的に、多くの地域では、住所は土地の地番を

使って表示されております。この従来の土地の地番を元にした住所の表

示ですと、地番が順序良く並んでいなかったりする地域がございます。

さらには、町の範囲が大きく、目的地を探すのが困難であったり、町の

境が入りくんでいて、どこからがＡ町でどこまでがＢ町であるか分から

ないことがございます。このような町の境・地番の混乱などにより、わ

たしたちの日常生活はもとより、会社などが仕事をする上で支障をきた

すことが多分にあります。こうした混乱を解消するために生まれたのが

住居表示制度で、分かりやすく住み良いまちをつくるために、多くの都

市で住居表示制度が導入され、実施されております。 

次に、どのようにして実施をしていくかを説明いたします。 

住居表示を実施する場合、新しい町の区域を作ることになりますけれ

ども、町の境を決めるに当たっては、その境は、道路、河川、水路、そ

の他恒久的な施設などによりまして、できるかぎり明確な境界線で定め

られます｡ 

町の大きさは、人口、世帯数、地域性などを考慮して決められます｡  

こちらが町名、町割りの図面でございます。 

この図は、平成９年に実施しました高茶屋地区の図面となります。 

左側が、実施前の町割で、高茶屋小森町が広い範囲で、右上に高茶屋

小森上野町がございます。特に高茶屋小森町は区域が広く、また地番が

錯綜していることから、目的地に着けなかったり、郵便物の誤配があっ

たそうでございます。  
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右側が、実施後の町割です。  

この黄色の線で区切られた範囲で、現在、住居表示を実施しておりま

す。東側はＪＲ紀勢本線の軌道敷、西側は市道、南側は国道１６５号、

北側は天神川と相川などで囲まれた範囲を実施区域としております。さ

らにその区域内の町を、人口、世帯数、地域性などを考慮いたしまして

河川、水路、市道などで区切りまして、高茶屋一丁目から七丁目の町が

作られました。  

次に、町の区域を決めた後、「街区」というエリアを作ります。街区

の境も町の境に準じて、できる限り、道路、水路など恒久的な施設で区

切ります｡ひとつの街区の大きさは、２０戸から３０戸が適当とされてお

りまして、各街区には順序よく番号を付けますが、この番号を｢街区符号｣

と呼びます｡ 

こちらが街区割り、街区符号図でございます。街区符号は、津市にお

きましては、東南の角から蛇行するような形で順序良く付けることとし

ております。 

最後に付けるのが住居番号でございます。街区が決まりましたら、そ

の中にある建物に番号を付けます｡ただし、街区内に建築されている建物

にそのまま通し番号を付けてしまいますと、将来、家屋が新築されたり

、取り壊されたりした場合に、番号の乱れが生じてしまいます。このこ

とから、街区内に基礎番号を付ける方法をとっております。 

基礎番号とは、街区の東南の角を起点といたしまして、原則として右

廻りに街区のまわりを１０ｍの間隔で区切り、順序よく付けられた番号

のことでございます｡ 

そして、各建物の番号は、その建物の出入口が接したところの基礎番

号が用いられます｡具体的には、この図面になりますけども、こちらが住

居番号図でございます。基礎番号、フロンテージと呼ぶことがあるんで

すけども、基礎番号とは、東南の角を起点といたしまして、原則として

右回りに街区のまわりを１０ｍ間隔で区切って、順序よく付けられた番

号のことでございます。そして、各建物の番号は、その建物の出入口が

接したところの基礎番号が用いられます。 

Ａさんのお家が緑色で表示されておりますけども、Ａさんの住所は２

番という街区符号のエリアにございまして、出入り口は３番の基礎番号

に接しております。住居表示実施後は、津市何々町２番３号という住所

になります。 

続きまして、住居表示が実施されますと、各街区の、建物、電柱等の

できるだけ見やすい場所に｢街区表示板｣が取り付けられます｡ 

また、各建物の玄関、門柱などの見やすい場所にも｢町名、住居番号表

示板｣が取り付けられます｡これは、所有者によって貼り付けていただく

ことになります。 

主な道路、公園等の一角には「住居表示案内図」が取り付けられ、一

層分かりやすくなります｡ 

こちらが表示板の例でございます。街角で見かけていただくこともあ

ろうかと思いますけれども、画面の左側が｢街区表示板｣でございます。

街区を示すものとなりまして、各街区の角々を基本に設置していきます
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。 

右上は「街区案内図」でございます。街区の位置などを案内するもの

で、街の主要な道路、公園など皆さんの目につきやすいところに設置し

ていきます。 

右下は、町名、住居番号表示板です。各建物の玄関、門柱などの見や

すい場所に「住居番号表示板」を取付ていただきます。こちらにつきま

しては、先ほども申し上げましたように、建物の所有者等によって貼り

付けていただくことになります。 

続きまして、住居表示を実施していくに当たりまして、主な手順を説

明します。 

まず、１番でございます。住居表示を実施しようとする場合、住居表

示審議会を開催し、そこで住居表示の実施の是非について審議をしてい

ただきます。 

次に２番でございますが、審議会の意見を踏まえまして､「この区域を

住居表示実施区域とします」という議案を市長が議会に提出しまして、

議決を得ます。これが可決されますと住居表示の実施地区となります。

その後、この範囲を「どこどこ町」とか「なになに何丁目」など、町の

区域と名称につきまして、市と住民の皆さんとで検討してまいります。

その後、３番の「町の区域の名称の変更に係る公示」ということを行い

ます。これは町名や町割の案を示すということでございます。 

４番でございますが、３番の手続きの後、町の区域と名称について、

市長が議案を提出し、議会の議決を得た後、実施日などを告示します。 

そして、住居表示の実施に向けて、新しい住所のお知らせ、手続き等

について案内を行うと共に、先ほど写真でお示しいたしました街区表示

板などを設置いたします。 

主な手順はこのようになっています。 

次に、新しい住所などの表し方について説明いたします。 

まず住所ですが、ここでは、平成９年に実施いたしました高茶屋地区

の例を表示しております。 

高茶屋出張所を例として説明いたします。 

実施前には、「津市高茶屋小森町２１３１番地１」と表示しておりま

したものが、町名が「高茶屋三丁目」、街区符号が「２５番」、住居番

号が「６」となったことから、実施後には「津市高茶屋三丁目２５番６

号」となります。 

いままで「何番地」と言っていたものが、「番」と「号」によりまし

て、「何番何号」と表記することになります。 

また、土地の所在の表し方につきましては、実施前が「津市高茶屋小

森町字己ノ谷２１３１番１」が、実施後につきましては、「津市高茶屋

三丁目２１３１番１」と変わります。こちらは、土地の表記ですので、

地番はそのままとなり、変わりません。  

続いて本籍でございます。 

本籍が県外、市外の方、又は今回の住居表示実施区域以外の方は、本

籍地に変更はございません。 

実施地区に本籍がある方についてでございますが、住居表示を実施し
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ますと、町名が変わった場合、本籍は町名部分が変更されますが、本籍

の地番につきましては、従来どおりの土地の地番が使われます。  

なお、転籍届を提出すれば住居表示の街区符号を使用することもでき

まして、「高茶屋三丁目２５番」とすることもできます。この場合「何

番」の部分までで、「何号」までは使用できません。 

続きまして、住居表示が実施されることにより、変更となる項目につ

いて御説明いたします。 

住居表示が実施されますと、住民票、印鑑登録原票、戸籍、選挙人名

簿など市役所が所有しておりますデータは、住民の方が手続きをしてい

ただく必要はございません。市が必要な部分を訂正いたします。ただし､

次に説明いたしますが、一部届出が必要なものもございます。 

住民のほうで住所変更をしていただく主なものについてでございます

けれども、本籍に関わる部分を除きまして、引っ越しされた時と同じよ

うな手続きが必要となります。例えば運転免許証の本籍、住所変更。そ

れから土地、建物等の不動産の所有者の表示変更登記。それから、会社

などの法人及び代表者等の住所変更登記。自動車の車検証の住所変更。

厚生年金、国民年金、共済年金など、年金受給者の住所変更。それから､

各種健康保険の住所変更などが主なものでございます。 

また、市発行のものでございますが、国民健康保険証、各種受給資格

証など、一部手続きが必要なものもございます。  

以上が住居表示制度の概要でございます。 

（プロジェクター撤去） 

続けて説明させていただきます。よろしいでしょうか。 

はい。 

続きまして、津市の現状について説明申し上げます。 

資料４をご覧いただけますでしょうか。こういった表でございますけ

ども。 

津市住居表示整備事業の実施状況の表でございますけれども、住居表

示実施済みの区域につきましては、先ほどの説明でも触れさせていただ

きましたが、本市におきましては、合併前の津市におきまして、昭和４

０年の新町地区を皮切りに、平成９年の高茶屋地区の実施まで、過去９

回にわたりまして事業を実施いたしまして、４７町、７．５６平方キロ

メートルが実施済みとなっております。 

この資料４には、実施済区域の図面を付けてございます。カラー刷り

の資料が２枚ございますけれども、赤い字で町名が書かれておりますが､

この赤い字で書かれた町が住居表示により誕生した町でございます。 

なお、合併前の津市以外では、旧久居市におきまして条例等を制定し

ておりましたけれども、実施には至っておりません。 

それから次に、「住居表示を実施する市街地の区域」に指定されてい

るものの、過去に地元合意が得られなかったことなどから住居表示実施

地区に至っていない区域がございます。これを御説明申し上げますが、

２つの区域がございまして、まず、敬和地区でございます。 

この街区案内図をご覧いただきたいと思いますが、安濃川がございま

して、ちょっと空白の部分がございます。安濃川より南側で、北丸之内
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から国道２３号バイパスより東の中河原､乙部までの区域でございます。

昭和４０年９月に実施区域指定の議決を受けておりますけれども、地域

住民の合意が得られていないことから、実施は困難であり、当時に、今

後の状況を見ていくこととされておりまして、現在も実施の要望はあり

ません。 

なお、このうち北丸之内、ちょうどこの国道２３号の左側の部分、中

央の上あたりでございます。この北丸之内につきましては、区画整理を

行いましたため、住居表示実施の必要はございません。 

次に、橋南地区でございます。この岩田川の下あたり、白い空白の区

域がございますけれども、このあたりと御理解ください。国道２３号バ

イパスより東、岩田川より南、橋南中学校の南端の道路より北の区域で

ございます。 

昭和４８年３月に実施区域指定の議決を受けておりますが、当時、復

興土地区画整理の予定地でございまして、住居表示実施が延期された経

緯がございます。また、地域住民の合意が得られていないことから、実

施は困難でございまして、今後の状況を見ていくこととされたところで

あり、現在も実施の要望はありません。 

次に、実施の要望がある地区でありますけれども、まず、高野尾町の

一部である豊が丘地区がございます。 

図面につきましては､カラーのコピーが御用意させていただいておりま

すが、図１、こちらが高野尾町の一部である豊が丘地区でございます。

地元の豊が丘地区自治会連合会から､地番が錯綜していることなどから、

これらを解消して分かりやすいまちづくりを進めたいと、昭和６０年代

から幾度か住居表示の実施要望を頂いてきました。 

合併前の津市住居表示審議会におきましても、その都度、議論されて

まいりましたが、団地造成中であったこと、地形的に団地の外周が道路

などの恒久的な施設で囲まれていないことなどから、その実施を見送っ

てきた経緯がございます。 

このような中、平成２０年頃から自治会の方では再度実施に向けての

気運が高まりまして、市に対して実施に向けての働きかけがございまし

た。市といたしましても、地形的な問題につきましては、県と協議を重

ねまして、技術的には不可能ではないということを確認いたしました。 

自治会におきましては、その間、自治会主催による説明会、アンケー

トによる意向確認が行われました。 

そして、本年５月１３日に、豊が丘自治会連合会から市に対しまして､

『豊が丘地区の町名変更・住居表示変更に関する要望書』が提出されて

おります。 

もう一つの地区といたしましては、高茶屋地区でございまして、この

一番最後のページ、図５というのがございます。高茶屋地区でございま

すが、国道１６５号より南の高茶屋小森町の一部の区域でございます。 

平成９年の高茶屋地区の実施に当たりましては、中勢バイパスの整備

計画が区域内に存在していること及び高茶屋地区が広大でありますこと

から、国道１６５号より北の区域のみ実施した経緯がございます。 

国道１６５号より南の区域に関しましても、実施に関する強い要望が
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村上委員 

ございましたけれども、中勢バイパスの延長、都市計画街路の整備計画

などによりまして、早期の実施をしますと、将来的に街区や住居番号の

ふり直しが伴うことが予想されましたことから、環境整備の状況を見な

がら検討をしていくということとしておりました。 

しかしながら、平成２４年２月には、当該地区内におけます中勢バイ

パスの完成が見込まれ、住居表示に向けた環境も整ってくると思われま

すので、今後、時期的なものも整理いたしまして、地元の意向も確認し

ながら整理をする必要があるかと、このように思っております。 

次に、過去に実施の要望があった地区でございます。ちょっと図面は

用意してございませんけども、主に３つの区域がございます。 

まず、半田地区、藤水地区でございます。 

半田、藤水ともに町の面積が広いため、要望があったわけでございま

すけれども、過去の審議会におきましては農地や山林が多いことから、

住居表示を実施すると、後に街区設定のやり直し等の問題が生じる恐れ

があるなど、現状では住居表示の手法は馴染まないという結果になりま

して、住所の整理については、町名変更により対応していくことが妥当

であるということで結果が出ましたけれども、現在も町名変更には至っ

ておりませんで、実施の要望もない状況でございます。 

次に、橋南地区の橋南中学校の南端の道路より南側、まあ、結城神社

とか八幡神社の周辺ということで御理解いただきたいと思うんですけれ

ども、この区域がございます。 

当時、西八幡団地が開発中であったため、昭和４８年３月の実施区域

に含まれなかったものと思われますけれども、その後も実施に向けた動

きもございましたけども、地域住民の合意が得られていないことから、

区域指定にも至っておりません。 

以上、説明いたしましたことが現在の津市の現状でございます。 

これらの現状を踏まえますと、実施区域の指定がなされているところ

の実施を検討といいますか、進めるべきではございますけれども、地域

住民の合意が得られていないことや、また、過去に要望のあった地域に

おきましても、地域住民の合意が得られていないことなどから、実施の

事務を進めるには、ちょっと困難な部分がございます。 

しかしながら、一方で、強い実施要望がある地区もございますので、

これらを中心に御審議いただき、皆さまから御意見を頂戴できればとい

うふうに思っております。以上でございます。 

はい、どうもありがとうございました。 

いかがでしょうか。何か御質問御意見等ございますでしょうか。 

よろしいですか。 

簡単なことですが、高茶屋のこの町の割り振りって、街区でしたか、

何か時計回りみたいなことを言ってみえましたけども､何か蛇のような。 

そうですね、議長すみません。 

どうぞ。 

町の区域を、町の何丁目という数字を置く場合にも蛇行するような形

で置かさせていただくことになります。 

それは大体どこでもそういうふうな。 
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そうですね。 

町の決め方とかも。 

そうですね。町におきましても街区におきましても、こう蛇行するよ

うな形で番号をつけさせていただきます。 

何か意図あるんですか。何か、そういうような慣例というか、そうい

う合理的な何か理由があるんですか。 

合理的な理由というのは特にございませんけども、慣例的にそういう

やり方をさせていただいております。 

慣れた人が見たら分り易いということですか。 

ただ、右回りとか左回りとかですと、また何丁目とか増やす場合に支

障が生じる場合もございますので、一応合理的に。 

一番合理的な。 

はい。 

すみません。ちょっとした疑問でした。 

他にいかがでしょうか。 

過去に要望のあった地域というのは２つですか。説明で、半田地域と

橋南。 

藤水地区です。 

え、ちょっと、藤、藤・・・。 

過去に要望があった地域ですか。過去ですか。 

ええ。 

半田地区と藤水地区。それから橋南地区の南部分の結城神社、八幡神

社の周辺。 

はい、わかりました。 

あと、その住民合意が得られないというのは、具体的にどういうこと

をおっしゃってるんでしょうか。 

実施地区に指定したものの、反対の方の声が強くなってきて、実施に

は至らなかったという状況ですが、ちょっと古い話ですので私どももわ

からないところがありますけども。 

はい。 

よろしいですか。 

現状等について何か確認をされたいことありましたら、この機会にお

願いしたいと思います。 

はい。特になければ続いて諮問書自体は「住居表示を実施する市街地

の区域の指定及び住居表示の方法について」ということでございますの

で、これが実際どういうことかということで､この点の説明をお願いした

いと思います。今説明していただいたものの資料５あたりからですね。 

そうですね。図１から説明をさせていただきます。 

それでは、資料の図１をもう一度ご覧いただきたいと思います。先ほ

ど地元要望のあるという話で、２地区をお話させていただきました。 

まず、豊が丘地区の状況を少し詳しく説明させていただきます。 

図１におきまして、豊が丘地区の位置を示してございます。豊が丘地

区は津市の北部に位置しまして、亀山市に隣接する高野尾町の一部の地

区をいいます。当該地区は、市街化調整区域でございますけれども、津
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都市計画地区計画が定められ、団地開発が進められました。団地の通称

名であります「豊里ネオポリス」とも呼ばれておりまして、現在約２，

２００世帯、約６，６００人がお住まいであります。 

団地開発エリアの所在地は、そのほとんどが高野尾町字北山という所

在になってございます。位置関係はこちらが津市全図でございまして、

その中に字北山の地区が高野尾町のどういう位置関係になっておるかと

いうことを示させていただいて、それを拡大したのがこの黄色のエリア

でございます。 

当該地区にありましては、町名であります高野尾町が広範囲でありま

すことや、地番について、例えば、豊が丘会館というところがございま

すが、津市豊が丘会館が正式名称でございますけれども、「津市高野尾

町３００６番地４２９」と、ここには書いてございませんけれども、表

示されるように、地番の本番が４桁、枝番が３桁もございまして、数字

の桁数が多いことや、番号が入り組んでいることで住所の表示が混乱し

ているところがございます。 

次ページの図２をご覧ください。こちらの図でございます。 

こちらが、この地区の地番を色分けしたものでございます。凡例にあ

りますように、本番だけでも２０数種類ございます。また、それぞれの

色の塊の中に他の色が点在している箇所があることがお分かり頂けると

思います。 

このような状況でございますため、地番で目的地を探す時に非常に分

かりにくくなっております。 

また、この資料では表示がされておりませんけれども、この図の同じ

色の中にありましても、３桁の枝番が順序よく並んでいないところも多

くあります。 

これらのことから、地元の豊が丘自治会連合会から、分かりやすいま

ちづくりを進めたいと、本年５月１３日に市に対しまして、『豊が丘地

区の町名変更・住居表示変更に関する要望書』が提出されております。 

要望書を受けましたことから、市といたしましても、住民の皆様に住

居表示制度の周知を図る必要がありますことから、本年８月２６日から

２８日の３日間にかけまして、５回の説明会を開催いたしました。説明

会の中では市が住民に意向を確認してほしいとか、住所が変わることに

よりまして、各種の住所変更手続きが面倒だ、などの意見が寄せられて

おります。 

それと、説明会の参加者が少なかったこととか、寄せられた意見もご

ざいまして、再度住民への周知と直接住民の意向を把握するために、１

０月下旬に住民アンケート調査を市の方で実施いたしました。 

結果といたしましては、２，１１０枚を郵送し、１，１９１枚の回答

を得ました。回答率は５３．９％でございます。 

アンケートの集計結果については、こちらの方で御用意させていただ

いております。その中で、実施について賛同いただいている割合は、約

６０％でありました。アンケート集計結果につきましては、この資料を

後でご覧いただきたいというふうに思います。 

次に、図３をご覧いただきたいと思います。 
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ちょっと複雑な地図になっておりますけれども、住居表示を実施する

市街地の区域についてでございます。 

豊が丘地区、いわゆる豊里ネオポリスの土地について、市の方で現地

踏査を行うとともに、法務局の公図及び登記簿謄本を調査いたしまして､

事務局としての実施区域案を検討してまいりました。 

手順といたしまして、まず、先ほど申し上げましたように、津都市計

画の地区計画の区域となっておりますことから、この区域を基本といた

しまして、道路など、恒久的な施設で区切られた範囲を検討をいたしま

した。しかしながら、道路などで区切っていきますと、その外側には住

宅地が残る部分がございました。これを除いて住居表示を実施いたしま

すと、豊が丘地区がより分かりにくくなるということがございました。

ですので、隣接する住宅地等も含めたもの、この図でいきますと、茶色

のエリアの部分でございますけれども、このエリアを最低限のエリアと

いうことでまず検討をいたしました。 

次に、茶色の部分は全て高野尾町字北山でございますけれども、字北

山ではないものの字北山に接したエリアで建物が存在する場所が３か所

ございます。これをウグイス色で表示してございますけれども、３か所

こうウグイス色の色が付けられておると思います。このエリアも含める

ことといたしております。 

こうした場合に、茶色及びウグイス色の周辺部の何箇所かで高野尾町

字北山などの飛び地が発生することになりました。 

この時点で、図面上の赤い色塗りをしたエリアが字北山の飛び地とな

ります。斜線の付いてるのと無いのがあるんですが、この場合は関係ご

ざいませんので、赤い色の部分が、字北山の飛び地の状況が発生いたし

ます。 

豊が丘地区の北側には、字北山ではない３つの大きな字、字峠、字細

越、字切畑というのがございまして、青色が行政界の線なんですが､大き

くこう３つのエリアが空白の部分で上の部分に残っていると思います。

ここが、大きな字として飛び地となります。これらは開発区域でも地区

計画でもない山林、農地でありますことから、建物が建つ可能性が非常

に低いと、こう判断いたしまして、実施区域には含めないということで

検討いたしております。 

それから、最終的に、町及び字の合理化を図るためには先ほど来申し

上げております、飛び地となる字北山を極力少なくすることが必要でご

ざいます。この図面でいきますと、上のほうに西３自治会、北自治会と

いう区域があると思うんですが、この赤の実線で区切られているのが自

治会の境でございまして、西３自治会と北自治会の区域にある斜線の網

掛けがしてある赤い部分がございます。見にくいですけどもここの部分

と、それからウグイス色の右側の部分、それから一番右端の部分ですね､

この赤い斜線がしてあるこの部分については実施区域に含めず、周辺へ

の字の編入等を検討いたしております。 

また、この図面の下側に存在しております、西第２自治会、西自治会､

南自治会、ここの区域にあります斜線の網掛けがしてあります赤色のエ

リアの部分、ここの部分につきましては、実施区域に含めず、字北山で
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森岡委員 

残すということを検討いたしております。 

なお、斜線をしていない、赤色の色付けのしている部分がございます

けれども､このエリアについては実施区域として検討いたしております。

ですので、茶色のエリアと、斜線のない赤色のエリアが、事務局として

検討してまいりました実施区域案でございます。 

なお、豊が丘地区を７分割した航空写真を資料として、図４で添付し

てございます。次のページで７分割の位置を示させていただいておりま

す。順に見ていただきますとお分かりかと思いますが、黄色の線が示さ

れております。これが、先ほどの図面で示しておりました茶色の部分の

外側の線と同じ意味合いをなす、というふうに御理解をいただけたらと

思います。参考にしていただければと思っております。 

それから、最後のページ。高茶屋地区でございますが、先ほども触れ

ましたので補足の説明でございますけれども、中勢バイパスがこのよう

に通ってまいりますので、まだ地元の意向等は確認はしておりませんけ

ど、高茶屋七丁目の左側の部分とか、中勢バイパスより、この図面でい

うと右側、方位的には東側に位置する高茶屋小森町、この辺についての

検討が必要ではないかというふうに事務局としては考えております。 

それと次に、住居表示の方法でございます。 

資料第５をご覧いただきたいと思います。資料５です。こちらでござ

います。また文字の情報で見づらいかと思いますけれども、ここの第２

条なんですけども、住居表示の原則ということが書かれております。こ

こに書かれておりますのは、住居表示の方法につきましては、「街区方

式」と「道路方式」というのがございまして、各自治体によっていずれ

かの方法によるものとされております。 

本市におきましては、住居表示を実施している全ての区域で「街区方

式」を採用しております。「街区方式」といいますのは、先ほど住居表

示制度の説明のときにご案内いたしました、街区符号と住居番号を用い

まして、「津市何々町何番何号」と表示する方法のことでございます。

ですので、今後実施される区域となる場合におきましても、｢街区方式」

で行われることになります。 

以上でございます。よろしくお願いいたします。 

はい、ありがとうございます。 

では、説明を色々していただきましたが、御意見御質問等ございます

でしょうか。 

複雑といえば複雑ですんなりとということにはいかないも知れません

が、何か確認をしたいというようなことでもありましたら。 

よろしいですか。 

はい。 

NTTの津設備センタの森岡です。よろしくお願いします。 

あの、１３ページに実施の主な手順てあるんですけども、今回このメ

ンバーというのは、この１番の住居表示審議会っていうのだけでよろし

いんですよね。 

はい。そうです。 

この会議というのは、おおよそどれくらいの感じ、期間とか、回数と
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か、どれくらいで考えてらっしゃるんでしょうか。 

あの、特に定めはありませんけども、皆さんの議論が煮詰まった段階

で、答申をいただくというような形になろうかと思います。 

私ども、地区の土地をお借りして電柱等を建てさせてていただいてお

りますけども、津市さんの意向に沿って、前の市町村合併でもまあ、そ

の通り説明させていただいたんで、意見等は言わさせていただきたいと

は思いますけども、流れに従って、淡々と私ども自分たちのシステムで

も住所を管理してますんで、それは変えていきたいと思うんですけども､

先ほど住民の方のアンケートの中で、アンケートは３分の１位でしたか

ね、今知ってるのは。 

半分でございます。半分でございます。 

半分ですか。最終的には住民の方に伝えるわけですよね。全体に、そ

ういうわけではないんですか。 

最終的にといいますか、アンケートはさせていただきました。 

私ども、もうここで決まったら、もう淡々と進んでいくわけですか、

最終まで。 

答申案をいただいて、最終的に市としてどうするかという判断をさせ

ていただくことになります。 

他よろしいでしょうか。 

はいどうぞ。 

今井と申します。 

よろしくお願いします。 

質問の出るようなところまで理解が進んでいないのは異常なんですけ

ども、この段階で申し上げますとしたらば、住民のアンケートの点と、

それから、街区のことと申し上げたいと思うんですけど。 

アンケートに際しては、半数以上の回答ではあるんですが、その中で

判断するとするならば、どちらでもよい、あるいはあの、曖昧な回答、

YESかNOかどちらでもないという部分が、街区の推進のね、方向へ加味さ

れているというのはいかがなものなのかなと思いまして、私、勝手に曖

昧な部分は、「知っている」、「知っていない」とか、「どちらでもよ

い」ていうのは３分割にして、両方に加えましたところ、「あまりして

ほしくない」っていう方が、わずかに上回ったりしてるんですが、わず

かでないところもありまして、そうですね、問５などは、ほとんどの方

が「実施してほしくない」になりますが、気分的にその土地柄、その昔

ながらの漢字、名前を付けられた由来っていうのを出来るだけ残すって

いうことが、特に今年震災がありまして、漢字でもって、その土地の特

徴、崩れやすさ、それから流れやすさ、地盤の固さ、緩さなどを漢字が

よく表しているということで、私達は東北においては教訓を受けたと思

います。 

それと、もう一点申し上げたいことは、その住民の方の意見をまず中

心に、まず一番にお聞きしなくてはならないのかなと思っています。街

区と住民の方のアンケートについて。終わります。 

はい、わかりました。ありがとうございました。 

他いかがでしょう。何かありますか。 
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はい。はい、すみません。 

まず、豊が丘地区につきましては、自治会が５つございまして、その

自治会の自治会長さん５人の連名で要望書を頂戴いたしました。 

それから、アンケートの問５でございますけれども、私どもといたし

ましては、「実施してほしい」及び「実施してもよい」という回答は、

実施の希望、それから実施協力というふうに捉えさせていただいており

まして、約６０％あるという判断をいたしております。 

はい。ありがとうございます。 

はい。 

私その、豊が丘の自治会長なんですけども、市がこれを実施する前年､

１年に渡って住民集会を１０回以上やってます。まあその、ここにもあ

りますように、５つの自治会があるわけですけども、その自治会の人た

ちを対象にしてやったわけですよね。各自治会ごとに。それに出席でき

ない人は、他の自治会の説明会にも出席してもよろしい、ということで

丁寧にやって、自治会としての意見集約をしてるわけです。その結果、

自治会がやったときには８０％、やってほしい。その後は、いつになっ

たらやってくれるのか、と、もうええかげんにしといてくれっていうよ

うな強弁、強硬意見があったり、説明に当たって、民主主義的な方法で

やります。ですから、住民が反対が多ければやりません。ただし、５１

対４９でも民主主義ですから、多い方に従っていただけますか、という

のもきちっと話しました。反対、強硬に反対をした方も、そういう結果

が出たときには従いますということを言われました。言われたんですが

、後、いろいろ反対活動をする方もみえるんです。どっかで区切りをつ

けないといけない。ということで、私ども自治会としては、きちっとや

ったというその結果、要望書を出したわけです。市へ。 

そうですか。 

はい、じゃあ今後の、今日のところはですね、説明をお聞きして、今､

自治会長さん言っていただいたような経緯とか、アンケート評価をどう

見るかということぐらいにしておきまして、ちょっと盛り沢山だったも

のですから、少しお勉強というとあれですが、復習をしていただいて、

次回議論を実質的には進めてまいりたいと思うんですが、よろしいでし

ょうか、そういうことで。 

（「はい。」という声あり） 

じゃあ、今後の日程等について事務局の方から何かお考えがあれば。 

はい。来年になるんでございますけれども、１月上旬とか中旬にかけ

まして、第２回の審議会を開催させていただければと考えております。

その後につきましては、審議の進行状況を見極めまして、進めていただ

ければというふうに思っております。以上でございます。 

はい、わかりました。 

ではあのう、今日お聞きしてなんか、ちょっと、うかつだったなあと

いう、結構難しいかなあという気もしてますが、いずれにしても次回は

少し各委員さんそれぞれ何が問題で、どう進めていったらいいかという

ことで、ちょっと時間かかるかもしれませんが、ちょっとこう自由討論

というと言い過ぎかもしれませんが、色々意見を出していただいて、そ
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れを受けて論点を整理させていただくのがいいかなと、今聞いた限りで

こちらから私と副会長さんで、これとこれとこれですよというのをです

ね、ちょっと短兵急過ぎるするかなあという感じがしますので、一度ク

ッション置きまして、出していただいたものを少し論点整理させていた

だいて審議して、答申案作成に向けてどういうことを検討していったら

いいか、ということの見通しを得るということを次回の目標にしたいと

思うんですけども、それでよろしいでしょうか。 

（「はい。」という声あり） 

じゃあ、大変なんか新年の宿題みたいなことになりましたけども、少

し復習もしていただいて、次回少し御意見を聞かせていただきたいと思

います。 

それでしたら日程の調整は、また事務局の方で。 

こちらの方で調整させていただいたらよろしいでしょうか。 

そうですね、はい。 

じゃあ、そのようにさせていただきます。 

はい、何よりも大勢ですので、ここですぐというわけにはちょっとい

かないと思いますので、また連絡あると思いますのでよろしくお願いい

たします。 

他に何かございますでしょうか。 

では、長時間に渡りましたけれども、意見がないようですので、今日

のところはこれで一旦会議を終了させていただきます。ありがとうござ

いました。 

すみません。総務部長でございます。 

あのう、何かお聞きしとると、まだ説明不足の部分があるかと思いま

す。合併が１８年にしました。それで、御案内のとおり資料１にござい

ますように津市住居表示審議会条例というのは、合併後、１８年４月に

条例自体は施行されております。しかしながら、今日、委員さん、委嘱

させていただきましたけれども、案件がなかったということもございま

して今日に至ったところでございますけれども、６年経ったという中で

、先ほども御案内させていただきましたけども、旧津からみますと７．

５６平方キロメートル。津の、旧津は１０１平方キロメートルの中の７

％ぐらいでした。それが７１０平方キロメートルになりまして、久居は

条例があったけれども実施してないという中で、やはり県庁所在地たる

ところでは、やはりこう、住みよい、分り易いまちづくりのためには、

区画整理事業とか特別な手法でのまちづくりは別ですけれども、やはり

分り易い、住みよいまちづくりのためには住居表示というのはどうして

もしていかなければならないという中で、今回遅ればせながら立ち上げ

たという中に、今回豊が丘地区というところがとりあえずターゲットに

なって、事務局としては条件が整ってきたのかなという中で、後は住民

合意という部分がちょっとありますけれども、条件的には整ってきたと

いう中で、あと、高茶屋ではまだ周辺のバイパスとかできてからという

条件がつきますけれども、とりあえず住居表示審議会立ち上げて２年間

の委員さんに委嘱させていただいて、その中で、整い次第、こういう１

３ページに、今、御案内ありましたけれども、そういうストーリーで出
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来たずつ議会の議決を経て、住みよいまちづくりのために住居表示実施

地区を増やしていきたいと考えておりますので、何卒、御理解御協力の

程お願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

はい。 

あのう、できましたらそのあたりももう少し詳しく、次回、市の方向

性ということで説明というか、少ししていただくといいかなということ

をちょっと感じますので、具体的には、今要望のあるところを我々とし

てどう判断していくかということだと思うんですが、やっぱりそういう

、今やったような、もう少し大きな方向性があるのであれば、何らかの

形でそのこともちょっと勘案しながら進めるということになると思いま

すので、フリー討論の一当事者として、部長さんなり、どなたでもよろ

しいですが、思いを少し披歴していただけたら有難いと思います。 

はい、よろしくお願いします。 

それではこれで、よろしいでしょうか。 

はい、ありがとうございました。 

どうもありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

 


